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一般発表 ショートプレゼン  13:30～ 
 

P01 本山清喬 『ボールの把持性および重量が投球腕の力学変量に及ぼす影響』 

P02 井手拓朗 『高校柔道指導者における選手との心理的距離感が競技成績に及ぼす影響について』 

P03 池田希 『キネマティクス的観点からみた「胴体起こし型」および「横回転型」の内股』 

P04 伊﨑理倫 『日本剣道形の競技化に関する考察』 

P05 田中満雄 『中学生バレーボールにおける新たな勝敗要因分析フローの構築』 

P06 小牧憲充 『投手の「球速」と「ボールの握り方」の関係性』 

P07 鈴木智晴 『UPLIFT Captureを用いた野球選手のパフォーマンス改善』 

P08 平良怜南 『女性を対象とした速度基準ジャンプスクワットトレーニングの効果検証』 

P09 森田啓 『専門教育課程における体育・スポーツの可能性』 

P10 二見隆亮 『大学 1年生を対象とした講義「伴走を体験しよう！」の報告』 

P11 鍋山隆弘 『PBL型剣道授業を通じた社会人基礎力育成の実証的研究』 

P12 河野翔一 『「勝たなければ意味がない」を手放す』 

P13 堀野博幸 『エキスパートコーチはいかにして指導哲学を構築するのか？』 

P14 山本隼年 『異なる運動強度におけるミオグロビン相当量の急性反応に関する基礎的検討』 

P15 金沢慧 『独立リーグ野球選手の心理特性の推定と言語分析、パフォーマンス指標との関連に関する研究』 

P16 大山栞爾 『打撃から走塁への切り替えを短時間で実行するには？』 

P17 和田唯花 『スクワット最大挙上重量を推定する Load-velocity profileの検討』 

P18 稲本皓太 『ベンチプレスおよびスクワット運動における 最大挙上重量と最小速度閾値の変動に関する縦断的研究』 

P19 臼井颯偲 『異なるジャンプエクササイズにおける挙上速度の特徴』 

P20 田中奏一 『ゴール型球技を対象とした熟達者の大学期における自己調整学習プロセスに関する事例研究』 

P21 石川由理枝 『大学女子ソフトボール投手一名を対象に ライズボールの投球動作の指導に関する事例報告』 

P22 橋本光広 『ストレートにおける縫い目位置の違いが変化量などに与える影響の検討』 

P23 西山賢太朗 『電気刺激を付加したジャンプトレーニングが陸上競技跳躍選手のパフォーマンスに及ぼす効果』 

P24 小崎亮輔 『柔道競技における 2025年 1月のルール改正は試合実相を変えたか？』 

P25 森田希夢 『SOD B®️（メロン果汁濃縮エキス加工食品）の肉体的・精神的疲労回復度調査』 

P26 大澤啓亮 『車いすテニス女子日本代表における映像・分析支援』 

P27 伊藤隆太 『若年男性アスリートにおける異なるレジスタンストレーニングがジャンプパフォーマンスに及ぼす影響』 

P28 山元康平 『陸上競技女子 400m走におけるレース分析をもとにしたコーチング実践』 

P29 宮崎輝光 『スプリント加速局面における下肢関節の力学的特徴と走能力の関係性』 

P30  『発表取り消し』 

P31 横山巧機 『スポーツクライミングにおける腕を下げる動作が保持能力に及ぼす影響』 

P32 木村直登 『卓球のループドライブにおける主観的努力度がボールの速度と回転数に及ぼす影響』 


